
2、今までは弱いながらも何とかアクセスできてレピーター交信できた局も、この電波の干渉でレピータ

ーをアクセスできなくなった。。。。。このようなアマチュアが局が多くなって、東京都内の局でもロケ

ーションに恵まれない局の反射通信による、 ＪＲ１ＷＢアクセスは不能となってしまった局が多くなっ

てきている！ 

3、ＳＩＮＰＸ 通信の場合、Ｆ３ではお互いにビ－ムが向き合っていれば干渉は少ないが、 どちらか

のＡＮＴが都心にむいてきたり、電界強度が落ちてきたり、周波数が若干ずれてくると、 ツリーーーン 

という干渉音で邪魔される、 場合によっては交信不能になる！ 

叉、２４２４．２０ＭＨｚ付近のＡ３Ｊ（ＳＳＢ） で実験してみると、 

 横浜鶴見ＪＨ１ＵＧＦ＜・・・・・・＞世田谷ＪＲ１ＬＱＥ ではビームを向け合うとものすごく強力

な信号強度 59++++で交信出来るが、その状態で ＪＨ１ＵＧＦのＡＮＴを都心に向けていくと、ＳＳＢ

といえども干渉度は凄く・・・・ＪＲ１ＬＱＥを確認できなくなるぐらい妨害を受ける！ 

取り敢えず、簡単な実験報告ですが、ＪＲ１ＷＢ ２４２４．２０ＭＨｚが使いずらいのが何とかならな

いかと・・・・・・考えてしまいます！！ 

  ＪＨ１ＵＧＦ 槇岡 寛幸  e-mail jh1ugf@jarl.com  

 

[yama:1359] 怪電波写真３ 2000/07/28 12:20  
さらに右側に ３度ＡＮＴを振ってみると、ＪＡ１ＩＧＹのレベルが上がってきている。 

 
[yama:1360] 怪電波２ 2000/07/28 12:20  

霞ヶ関から 約 ５度 右、新橋方面へＡＮＴを振ったとき怪電波最高レベルになる！ 

山の右側にチョット出ているのが ＪＡ１ＩＧＹ 。 

 

ＪＨ１ＵＧＦ 槇岡 寛幸  Yokohama Ｔｓｕｒｕｍｉ   jh1ugf@jarl.com 
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